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報告の内容

１．中岳の活動の特色

２．近年の中岳の活動

３．観光地としての阿蘇

４．近年の噴火災害

５．火山防災に関する自治体の取り組み

６．観光客の避難対策

７．普及・啓発の取り組み



１．中岳の活動の特色

N２期の活動
・およそ１６００年前に中岳としては最大
規模のマグマ水蒸気爆発が発生した

・堆積物の特徴：白色変質岩片を多量に
含んで、褐色を呈する中岳の降下ス
コリアからなる（宮縁・渡辺,1997)。

N1期の活動
・約９９０年前以降の主に中岳の活動。

・堆積物の特徴：主に黒色で砂質火
山灰と幾層かの水蒸気爆発の堆積物
からなる。

（宮縁・渡辺,1997)



長期的に見れば，
５００～１０００年周期？

Ｎ１期の活動は減衰傾向？



１９３３（昭和８）年の噴火活動

第４火口からの噴煙

丸昭八岩

２．近年の中岳の活動



１９５８（昭和３３）年の噴火

1958年６月２４日
（種子田他（１９５９）より引用）



（１９７９年の噴火）



1988~1995年の活動

１．活動の初期（活発化）段階では，阿蘇に特徴的な噴
火サイクルに沿って変化した．

２．活動の最盛期にはストロンボリ式噴火が見られたが，
その最中においてもマグマ水蒸気爆発が発生した．

３．活動の減衰期においては，活発なマグマ噴火とマグ
マ水蒸気爆発等を不規則に繰り返した．

４．この時期におけるマグマ水蒸気爆発は，dry なもの
ではなくいわゆる爆発音を伴うようなものはなかった．



（火口カメラ資料）１９８９年の噴火



（火口カメラ資料）１９９０年の噴火



（火口カメラ資料）１９９２年の噴火



３．観光地としての阿蘇
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（熊本県観光統計より）

このうち，年間約１００万人が火口見物に訪れる



１９５８（昭和３３）年の噴火

サ－ジによると思われる破壊状況

４．近年の噴火災害



１９５８年噴火による被害状況（ロ－プウエ－資料）

断線したロ－プ

火口駅舎の屋根火口駅舎



昭和以降の火山災害

噴火による死者２１名
負傷者１００名以上
牛馬や建物への被害多数

火山ガスによる被害
平成以降７名の死者

（渡辺，2001）



５．火山防災に関する自治体の取り組み

阿蘇市，南阿蘇村主催 阿蘇火山防災訓練
３６機関，約４２０名参加（平成１８年度）

（写真提供：阿蘇市）



～ハザ－ドマップ～

・観光客に対する安全確保
・噴火時の噴石、火砕サ－ジに
対する注意が必要（特に山上
広場一帯）

・ 熊本県によって新たなマップを作成中



火山噴火対策

（阿蘇火山防災会議協議会資料）



火山ガス対策

ゾ－ニングによる火山ガス規制を実施

（阿蘇火山防災会議協議会資料



火山ガス対策



パトライトの設置

パトライトとともに，火口周辺では常時火山ガスに
対する注意を促すアナウンスを流している



６．観光客の避難対策

火口周辺において，監視員
が常時６名巡視を続けている

退避壕が火口周辺に設置



退避壕

火口周辺に１１基，ひとつの退避壕に６０人入ることができる．
サージ対策として，火口の反対側に入口をつけてある．



阿蘇山ロープウエー駅舎内に救護所を設
置（阿蘇市），このほか，阿蘇火山博物館

によって草千里にも
救護所を設置（いずれも看護師常駐）

ロープウエーから火口見物に
出るところは防護壁がつくられ
ており，入口と出口が互い違
いにつくられている



７．普及・啓発のとりくみ
チラシの配布時に，直接ドライバーへ
ぜんそくの有無や火山ガスの危険性に
ついて話しかける



博物館による「火山教育」

フィールドワーク
「火山の地形や噴出物の観察」



博物館による「火山教育」

TV電話システムを用いた
遠隔授業



博物館としての取り組み

訪れる小中学校を相手に、

館内で火山や防災に関する

レクチャーを実施



火山の実験１（カルデラ形成）



火山形成と地層調査の実験



「火山と環境」シンポジウム

開催趣旨

これまでに噴火や火山ガス
による人的被害も多く発生し
ている阿蘇において、火山防
災について認識を新たにして
おくことが必要である。この
シンポジウムでは阿蘇におけ
る火山研究と防災といった面
からとらえ、より多くの人々
への啓発につなげていきたい。

～熊本大学との包括的連携キックオフ事業～



荒牧重雄東大名誉教授「火山と環境」



シンポジウム参加者

参加者内訳
阿蘇市 ６０名
熊本県 ２３名
気象庁 ８名
国交省，環境省 １２名
警察・消防・自衛隊 ２１名

その他行政担当者 ９名
学校関係者 １４名
阿蘇の観光業者 ４７名
地質関係業者 ２１名

一般参加者 ４０２名

計 ６１７名



三宅島巡回展

趣旨
２０００年噴火以来住民の全島避難
が続いてきた三宅島では、わずか
ながらも沈静化の方向にあって、２
００５年２月には住民の一部帰島も
実施された。

「産総研 地質標本館」， 「全国火
山系博物館連絡協議会」，「ネット
ワ－ク三宅島」ではこれを機に、三
宅島島民の方々への応援と早期
復興への願いを込めて、三宅島に
関する巡回展を企画した。



企画概要

1) 三宅島に対して、火山を活かした地域づくりを提案

2) 三宅島の魅力と、安全システムの構築された島の

現状を全国に紹介

3) 巡回展を開催する火山博物館が三宅島島民を招聘

し、噴火体験や避難体験を話してもらう講演会やシンポ
ジウムを開催するなどの普及活動を実施

4) 巡回展終了後は、三宅島島民の防災教育と観光振

興の為にこの資料を活用し、「三宅島火山博物館」の

設置をめざす

展示施設：磐梯山噴火記念館，阿蘇火山博物館，雲仙岳災害記念館，

伊豆大島火山博物館，立山カルデラ砂防博物館，地質標本館



阿蘇火山博物館での展示
平成１８年９月１０日～１０月３１日



「めざせ一流！
われら阿蘇の研究者」
子どもゆめ基金（独立行政法人国立青少年

教育振興機構）助成活動

阿蘇火山博物館の学芸員（吉川

美由紀）と阿蘇郡市内の３つの

小学校が，それぞれの地域に

関わる“阿蘇の魅力”を発掘し，

調査研究活動を実施

阿蘇の魅力を探ることが
火山防災にもつながる



阿蘇市立宮地小学校
「阿蘇火山と水とわたしたち」

南阿蘇村立立野小学校
「立野の谷をさぐれ」

阿蘇市立碧水小学校
「消えた湧水のなぞ」



2006年10月22日熊本大学での一般講演会



NPO法人阿蘇ミュ－ジアム



阿蘇としての取り組み

インタープリター
養成講座の開講

約２ヶ月間で座学と
フィールドワークを７７
時間開講、阿蘇火山
や火山防災に関する
基礎的なものを会得
してもらう

（これまでに３０名の修了者）


